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新たな形での提案を検討

日本共産党・住民協働市会議員団
仲　絹枝 議員

活緑クラブ
川勝　儀昭 議員

市長 関係団体との連携を深め推進する市長

子育て、福祉施策の
新たな見直しは

実情をふまえた
人権教育・啓発が必要丹政クラブ

村田　正夫 議員
早急に考えなければならない課題 市長

新庁舎建築で
市民サービスの向上を

老人をめぐる諸問題について、
市長の認識と所見は

高齢者福祉を推進して、生きがいづくりに努力する

丹政クラブ
谷　義治 議員

市長

等
々
の
行
政
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
前
向
き
な
関
連

支
援
策
に
つ
い
て
市
長
の
所

見
を
伺
う
。

　
　
　

竹
井
室
河
原
線
は

京
都
府
に
お
い
て
国
道
と
Ｊ

Ｒ
線
を
ま
た
ぐ
立
体
交
差

計
画
が
示
さ
れ
た
。
市
の

支
援
は
、
都
市
再
生
整
備

計
画
の
策
定
中
で
あ
り
府
と

の
協
議
を
進
め
確
定
し
て
い

く
。
京
都
市
町
村
企
業
誘

致
連
絡
協
議
会
と
連
携
を

は
か
り
企
業
誘
致
等
を
考

え
て
い
き
た
い
。

市
長

　
　

差
別
落
書
き
が
南
丹

市
内
や
亀
岡
市
内
に
お
い
て

数
件
発
生
し
た
。
八
木
町
で

は
、
三
俣
川
農
業
水
利
権

問
題
を
部
落
差
別
の
実
態

と
し
て
捉
え
、
行
政
課
題
と

の
位
置
付
け
の
も
と
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

昭
和
39
年
、
北
屋
賀
地
区

よ
り
水
利
権
差
別
の
撤
廃

と
水
源
の
確
保
を
要
旨
と

し
た
請
願
書
が
八
木
町
議
会

に
提
出
さ
れ
、
以
降
行
政
の

責
務
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

き
た
。
ほ
場
整
備
事
業
等

の
ハ
ー
ド
事
業
は
一
定
完
了

問

し
た
が
、
真
の
部
落
差
別
の

解
消
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

八
木
、
吉
富
駅
構
内
に
お
い

て
も
差
別
落
書
き
が
発
生
し

て
い
る
。「
灯
台
も
と
暗
し
」

と
な
ら
な
い
よ
う
、
事
実
を

ふ
ま
え
た
人
権
研
修
が
必
要

と
考
え
る
。
人
権
教
育
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

差
別
的
な
落
書
き

は
、
市
と
し
て
重
要
な
課
題

で
あ
り
大
変
遺
憾
に
思
う
。

共
通
認
識
を
深
め
て
頂
く
た

め
啓
発
ビ
ラ
を
全
戸
配
布
し

た
。
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
協
議
会
や
関
係
団
体
と

市
長

の
連
携
を
深
め
人
権
研
修
の

輪
を
広
げ
活
用
し
て
い
き
た

い
。

　
　

吉
富
駅
西
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。
地
元

住
民
の
熱
意
と
英
断
に
よ

り
、
組
合
組
織
を
立
ち
上

げ
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

減
歩
率
が
非
常
に
高
く
、

一
層
の
行
政
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
府
道
の
付
け
替

え
事
業
、
企
業
誘
致
等
に

よ
る
保
留
地
処
分
、
駅
前

広
場
の
整
備
、
吉
富
駅
自

由
通
路
、
上
下
水
道
整
備

問

　
　

３
月
議
会
で
否
決
さ

れ
た
子
育
て
支
援
施
策
と
、

福
祉
医
療
費
の
見
直
し
を
さ

れ
る
と
思
う
が
、「
南
丹
市

総
合
振
興
計
画
」
の
観
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し

を
す
る
の
か
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

　

合
わ
せ
て
子
育
て
支
援
策

と
し
て
も
中
学
校
給
食
を

実
施
す
る
時
期
に
き
て
い
る

と
思
う
が
、
教
育
長
の
見
解

を
伺
う
。
ま
た
、
学
校
給

食
運
営
委
員
会
の
開
催
状

況
と
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　

否
決
さ
れ
た
条
例
案

問市
長

に
つい
て
は
新
た
な
形
で
提
案

で
き
る
よ
う
、
内
容
を
精
査

し
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

学
校
教
育
で
、

食
育
の
重
要
性
は
承
知
し
て

い
る
が
、
弁
当
が
親
子
の
絆

を
保
つ
一
手
段
と
な
っ
て
い

る
。
運
営
委
員
会
は
、
必

要
に
応
じ
て
年
に
数
回
開
催

し
て
い
る
が
、
現
状
の
給
食

を
検
討
し
て
い
る
。　

　
　

昨
年
10
月
か
ら
、
園

部
八
木
線
の
バ
ス
を
走
ら
せ

て
い
る
。
通
院
・
買
物
・
サ
ー

ク
ル
活
動
の
参
加
等
、
住

民
に
と
っ
て
は
重
要
な
移
動

教
育
長

問

手
段
と
な
っ
て
お
り
、
存
続

を
求
め
る
声
が
あ
る
。
住
民

の
移
動
す
る
権
利
と
し
て
の

「
交
通
権
」
を
保
障
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
高

騰
し
、
環
境
問
題
の
視
点
か

ら
も
、
全
市
的
な
公
共
交

通
を
、
早
急
に
充
実
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。

　
　
　

限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
有
効
か
つ
効
率
的
な

運
用
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
廃
止
か
存
続
か
は
利
用

市
長

状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
精
査

し
公
共
交
通
会
議
の
中
で
協

議
し
て
も
ら
う
。　

　
　
「
振
興
計
画
」
の
中

で
、
八
木
駅
西
、
吉
富
駅

西
の
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
市
の
人
口
増
加
の
上
で

重
要
な
事
業
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
関
係
者
よ
り
行
政
支

援
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

本
事
業
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

大
変
重
要
で
あ
り
、
地
権

者
と
十
分
協
議
し
て
推
進
し

て
い
く
。

問市
長

　
　

今
の
庁
舎
は
、
ワ
ン
フ

ロ
ア
ー
で
な
く
係
が
分
か
り

に
く
く
、
市
民
に
不
便
を
与

え
て
い
る
。
各
教
室
に
分
か

れ
て
い
る
た
め
、
機
構
改
革

を
行
う
際
、部
や
課
の
拡
大
、

縮
小
が
や
り
に
く
い
状
況
で

あ
る
。

　

支
所
と
の
連
携
、
行
政

改
革
の
推
進
に
は
新
庁
舎
の

建
築
を
英
断
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

行
政
改
革
の
推
進
と
、
総

合
振
興
計
画
を
着
実
に
具
体

問

化
し
て
い
く
こ
と
が
市
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。　
　
　

　

早
急
に
庁
舎
建
築
基
金
を

創
設
し
、
合
併
特
例
債
の
検

討
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
駐
車
場
問
題
、
周

辺
整
備
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

図
る
点
で
現
庁
舎
に
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

駐
車
場
を
含
め
た
周
辺
整

備
と
本
庁
の
問
題
は
、
効
果

的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

市
長

る
上
で
、
早
急
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用
も
、

平
成
27
年
ま
で
と
い
う
観
点

も
あ
る
。
庁
舎
建
築
基
金

も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
く

る
。

　

今
後
、
内
部
的
に
十
分
な

検
討
を
続
け
る
中
で
、
市
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
内
容
で

調
整
し
た
い
。

　
　

集
落
等
で
保
有
、
維

持
管
理
し
て
い
る
「
記
名
共

有
財
産
」
は
、
木
材
価
格

の
下
落
等
で
財
政
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し

問

て
い
る
。
管
理
日
役
も
や
れ

ず
、
地
域
力
低
下
が
心
配
さ

れ
る
。　
　
　
　

　

先
ず
は
実
態
把
握
、
管
理

や
相
続
の
や
り
や
す
い
持
続

可
能
な
「
組
織
」
の
研
究
が

必
要
。
更
に
は
、
森
林
組
合

と
の
連
携
、
水
源
税
へ
の
取

り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

組
織
の
新
た
な
シ
ス

テ
ム
へ
の
制
度
改
革
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
吉
町
森
林
組
合
の
モ
デ

ル
と
し
て
の
取
り
組
み
、
水

源
税
へ
の
制
度
の
促
進
に
努

力
し
た
い
。

市
長

　
　

老
人
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
と

所
見
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
制
度
は
改
善
が
必
要
と
思

う
が
。

　

②
高
齢
者
世
帯
に
生
活

困
窮
者
が
増
加
し
て
い
な
い

か
。

　

③
介
護
は
家
庭
・
家
族
介

護
か
ら
施
設
介
護
に
と
、
制

度
の
考
え
と
は
逆
の
方
向
に

行
っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
施

設
に
い
つ
で
も
入
所
で
き
る

か
。

　

④
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待

問

は
起
こ
っ
て
い
な
い
か
。

こ
う
い
っ
た
問
題
を
ト
ー
タ
ル

的
に
と
ら
ま
え
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

①
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
は
、
国
に
お
い

て
改
善
し
て
制
度
の
維
持
を

図
る
方
向
で
あ
り
、
市
民
に

理
解
い
た
だ
け
る
方
向
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
生
活
保
護
の
受
給
者
の

約
５
割
は
高
齢
者
で
あ
り
、

無
年
金
者
が
多
い
。

　

③
核
家
族
化
、
老
々
介
護

な
ど
、
困
難
な
状
況
が
出
て

い
る
、
施
設
は
早
く
設
置
し

市
長

た
が
、
待
って
頂
く
状
況
に
な

って
い
る
。

　

④
19
年
度
に
相
談
件
数
は

12
件
あ
っ
た
。
虐
待
防
止
の

た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
立
ち
上
げ
各
種
団
体
、
機

関
と
も
連
携
し
防
止
に
努
め

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
福
祉
、

介
護
、
医
療
な
ど
一
体
と
見

て
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に

ま
た
、
生
き
が
い
づ
く
り
に

努
力
す
る
決
意
で
あ
る
。

　
　

財
政
運
営
は
、
市
長
の

最
重
要
な
仕
事
で
あ
り
大
き

な
責
務
が
あ
る
。
そ
こ
で
住

民
に
対
し
て
、
地
域
に
入
っ

問

て
財
政
の
現
状
を
理
解
し
て

頂
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
制
度
が
導
入
さ

れ
た
が
、
自
主
財
源
の
確
保

が
大
事
で
あ
る
。
入
湯
税
、

広
告
税
な
ど
研
究
す
る
必
要

は
。

　
　
　

私
が
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
住
民
の
方
に
説
明

さ
せ
て
頂
く
。
財
源
の
確
保

と
り
わ
け
自
主
財
源
を
確

保
す
る
た
め
知
恵
を
絞
り
た

い
。

市
長
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